

























































































































済州島の伝統的民家では、外部空間は「オルレ」 、 「オルレモク」 、 「マダン」 、 「アンティ」で構成さ



























































































一・五坪～二坪を一区画にしたもの 、二連または三連造られて る。こ 中を豚の飼育小屋として兼用しているので、施設の中では最 特異的な存在であった。 「フール」に 一二～一五㎝×五〇㎝ほ
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日よけの役目も果たしている。　「テッマル」は、近所の人が家の主人と短い話をするときに靴を脱がないでそのまま腰掛け 話す所であり、子供たちが絵を書いたりする遊び所で ある。 「テッマル」は室内と庭との間の緩衝空間として「サンバン」の機能の質を高めており、雨、風、日光が直接当たる を防ぎ、一時的な物置の空間に有効に使われる。　このような機能をもつ「テッマル」は「ナンガン」とも言






































とすることは温暖な地方に多く、母屋内で炊事をすると室内に熱気がたち め、そのうえ煙がまくことを嫌うため もいわれている。また、建築技術が未発達なことや経済的な理由で 規模の大きい建築をなし得ず、小規模な建物を屋敷内に分棟させて建てたことも考えられる。それにしても炊事場を尊重し、宗教的な習慣によって独立させたと思われる。 場にはカマド神という火の神があって、それは家の養育の神、生命を与え存続させ 神であり、 うした神聖な場所 して炊事場を考え いたので、別棟にした かもしれない。また、自然環境からみて沖縄は台風が多い地域のため、曲 り屋や大規模の民 は不利であり、別棟が当然有利である。曲が 家が不利な理由は、風を受ける壁の表面積と壁が受ける風向が増えるからである 現 調査では 八重山諸島の二棟造りの民家は、母屋の中で炊事が出来るように三番座あ いは三番裏座が台所 変わり もとの 棟は倉庫として利用されているのが多かった。　
済州島では台所を「ジョンジ」と呼ぶ。その機能は炊事、作業、乾燥、貯蔵など家事労働をするた
295. 沖縄と済州島における伝統住居の空間構成の比較
めの空間であり、主に女性の空間である。 「ジョンジ」の壁は石で築き、土を塗って防火壁になっている。もともと厨房は母屋 あったが、厨房の機能が炊事一本にしぼられるようになると、広い厨房の空間に小オンドル房ができ、さらにオンドル が増設されて、小オンドル房は二部屋となり おのずから厨房は副屋や脇屋に移されることもある。 入口の横に高さ
. 六〇～七〇
. ㎝程度の平石が積ん




















になって周りより低い温度を保ちながら気流の循環現象 、マダンの方向へ移動する。これは「サンバン」の後の扉の細い隙間の風は速く って、風がない蒸し暑い夏でも「サンバン」に座っていれば風がふいてきて涼しいと感じられる。つまり 「サンバン」の「アンティ」側 扉の開閉の状態によって風をコントロールするこ ができる。このように済州島 通風計画は環境工学的にも有効であ　
以上のように両島は石垣の塀、軒をできるだけ低くすることや屋根を飛ばさないようにするなど強





















ある「トウラ」の別棟作りはほとんど母屋の西に位置し、用途的には厨房と決まっている。済州島の場合、厨房は母屋の西側に配置し、別棟にはない。別棟作りはあるが、用途的には違い、副屋という方が近い。沖縄の高倉は別棟 なって高床式であるが、済州島で 倉庫として別棟は造られず、副屋の中に配置され ことが大きな違いである。　
母屋の前に庭があるが、両島とも機能的には類似している。沖縄の「ナー」は、 「ヒンプン」から




























5）	 井戸は「カー」と呼び、屋敷ごとにある が普通である。地形や地域によっては集落の数ケ所に共同井戸を利用する。井戸の囲いは石積みであり、流し場は石敷きである。農家あるいは田舎の屋敷には、母屋の後方に「あたい」という菜園は自家用の野菜を自給 ている。
（
6）	 アサギは一番座の前方横に建築さ た離れ屋敷で、俗に前の家ともいう 通常は二室からでき いるが一室の場合もある。一般的には、息子が嫁をもらった時、あるいは老人の隠居部屋また 来客 宿泊部屋などに用いられた。神を祀ってある場合 は「神あさぎ」と呼ばれて る。
（
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